











































地域課の統計 3)によると、平成 23 年中の我が国の水難




























る 5)。さらに、溺死及び溺水の死亡率(人口 10 万人対)
は男性 6.1、女性 4.9 であり、例えば、イギリス(男性


































































































































第 1 次（1 時間目）は教室でのオリエンテーション、























































































































































表 2 地域河川での着衣泳後の感想文の集計結果  n=159 
カテゴリー 度数(出現率) 記述例 1 記述例 2 
水温                110（69.2％） 思ったより川は冷たい 手足が固まるほど冷たい 
河川の危険性        85（53.5％） 遊び心だけでは危険 気持ちいいが危険もある 
流速                80（50.3％） 川の流れは速い 流されそうになる 
救助法              76（47.8％） 川に適した方法を知る 竿でも助けられる 
河床  30（18.9％） 石で歩きにくい 足元に注意して歩く 
動きにくさ      25（15.7％） 思うように動けない 服が邪魔で上がれない   
水深  24（15.1％） 足がつかなくて不安 深くてぞっとする   
落ち着き            23（14.5％） 本番では冷静になる   冷静な判断が必要 
体力消耗          11（ 6.9％） 体力を早く消耗する ﾌﾟｰﾙの倍は疲れる 

















































































































































































































3)警察庁生活安全局地域課 HP、平成 23 年中における
水難の概況． 
http://www.npa.go.jp/safetylife/chiiki28/h23_suinan.pdf 
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